
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●当日のスケジュール 
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☎０２９－２９７－９８８１ 
月～金 １3 時～20 時 土：１０時～１5 時 

 

●お問合せ先● 

赤塚ターミナル１ 

 

 

 

EWA「Ice cream Social」のテーマは「講師と生徒の交流」。普段は教える立場と教わる

立場という関係性ですが、この日だけは講師も生徒も平等に「楽しむ立場」です！普段と

は少し違った先生たちの表情を見ることができたり、リラックスした雰囲気だからこその

会話ができたりと、ただ楽しいだけではなく、生きた英語を学べる機会となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EWAアイスクリーム・ソーシャルと称した特別企画をご用意しました！ 

お友達・ご兄弟も、是非ご一緒に！ 

 

‐当日のイベント内容‐ 

① 外国人講師と、ジェンガ＆ウノに挑戦！ 

② みんなでアイスクリーム・ソーシャル・タイムを楽しもう！ 

③ ポップコーンやおやつを頬張りながら、普段は授業を受けている教室

で、特別映画鑑賞会！ 

開 催 日 程  7 月23 日（月）, 24 日（火）, 26 日（木） 

各日ともに １３：００～１６：００ 

開 催 場 所  赤塚ターミナル  

参 加 費 用  1,000 円 

対 象 年 齢  小学生以上 

1 日の定員  25 名 

申 込 方 法  申し込み用紙および参加費用の提出（裏面参照） 

受 付 期 間 赤塚ターミナルにて 6/25(月)13:00～7/14(土)ま

で先着順となります。※お電話での受付はできません。 

 

 

 

 
EWA 夏の有料特別イベント 実施のお知らせ 

Ice cream Social 2018  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【有料特別イベント“アイスクリーム・ソーシャル”について】 

●申込方法 

・本イベントに参加ご希望の方は、別紙の有料イベント申込書と費用を EWA 赤塚ターミナル１までお

持ち下さい。（原則として他ターミナルでの受付は致しませんので予めご了承ください） 

・対象年齢は小学生以上となります。 

・受付は 6/25(月)13:00 から 7/14(土)まで赤塚ターミナル１にて行います。 

・先着順の為、定員に達し次第受付を終了させていただきますので予めご了承ください。 

・1 枚の申込書でご兄弟・お友達様分の申し込みも可能です。 

・申込用紙 1 枚に対し、申込者様が 1 名必要となります。 

・赤塚ターミナル 1 の駐車場は、常陽銀行脇または S-court 屋上駐車場、一時利用の場所のみご利用可

能です。 

・一旦お支払いいただいた費用は一切お返しできませんので、予めご了承ください。 

●ご兄弟、お友達の参加 

・ご兄弟、お友達が参加される際には 1 生徒様に対しご兄弟/ご友人は 3 名様までとさせていただきま

す。 

・申込書にご兄弟、お友達のお名前・年齢を記入の上お申し込みください。（領収証の発行は 1 枚のみと

なります） 

・ご兄弟、お友達の対象年齢も、同じく小学生以上となります。 

●当日の集合について 

・開始の 10 分前までに EWA 赤塚ターミナルに集合して下さい。 

●当日のお迎えについて 

・お迎えは必ず、赤塚ターミナル入口のドアまで保護者の方に来ていただきます。 

※当日、お迎えが遅れる場合などには、必ずお電話にてご連絡いただけますようお願い申し上げます。 

●当日の持ち物 

①座布団。クッション等 

当日はイスではなく床に座ります。 

②飲み物 

ペットボトルまたは水筒で、炭酸飲料は不可となります。 

③お菓子 

  好きなおやつをお持ち下さい。EWA ではポップコーンを用意します。 

  

アイスクリーム・ソーシャルとは… 

アイスクリーム・ソーシャルは、主にアメリカなどの学校などで、生徒と先生、さらには保護者が参加して行

われる「顔合わせ」のイベントです。普段は教える側、教わる側、保護者、とどうしても改まった形で接しが

ちですが、アイスクリームを囲み、リラックスした雰囲気の中でたわいもない話をしながら、親睦を深めよう

というのが目的のイベントです。今回の EWA では、生徒と講師がふれあい、親睦を深めようというロバート

先生のアイデアの元、このイベントを実施することとなりました。将来的には、保護者の方も交えてアイスク

リーム・ソーシャルを行いたい！とロバート先生は語っています。 


